
▲海上からふるさとを眺めた児童たち

東北のジオパーク関係者が鳥海山・飛島に集結

第８回東北ジオパークフォーラム

　８月２３日と２４日の２日間にかけて第８回東北ジ

オパークフォーラムｉｎ鳥海山・飛島ジオパークが開

催されました。東北各地のジオパーク関係者など約

３００人の参加者は、初日の基調講演に引き続き、専

門分科会ごとに魅力いっぱいの鳥海山・飛島ジオパ

ークの見どころを回り、参加者同士の交流や意見交

換などを行いました。

まちの話題
スマホをかざすと

写真が動く！
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広報紙をより楽しんでいただくため、ＡＲ（拡張現実）を導入しています。
対応写真には左の「にかほっぺんＡＲマーク」がついていて、ご利用いた
だくには、専用アプリ（無料）のインストールが必要です。
導入方法などは市のホームページをご覧ください。
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▲迫力ある演出。「今まで見た花火で一番感動した」などの声が聞かれました。

か ほ の 夜 空 を 彩 る 約 ５ ，０ ０ ０ 発 の 大 輪
第 ７ １ 回 に か ほ 市 花 火 大 会 ～ 新 時 代 へ の 音 と 光 の メ ッ セ ー ジ ～に

　８月２４日、象潟海水浴場を会場に第７１回にか

ほ市花火大会が開催されました。今回から演出を大

幅に刷新した当花火大会。音楽に合わせて立て続け

に打ち上げられる花火の演出に大勢の観客は魅了さ

れ、打ち上げが終わると花火師にたくさんの拍手が

送られました。また、打ち上げに先立ち、フラダン

スなどの余興も行われ会場を盛り上げました。

▲佐藤夫妻（上）と金浦神楽（下）
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▲飛良泉での文化交流（上）
　元滝での記念撮影（下）▲基調講演で講演を行う赤坂憲雄氏

潮風を浴びにかほの大海原を航走

金浦小学校・漁船体験

　８月２７日、にかほ沖を遊覧する漁船体験の課外

授業が行われました。金浦小学校５年生と東京都か

ら留学生として来市している児童４人を対象に行わ

れたこの漁船体験。地元の児童らは留学生に漁船か

ら見える景色を案内するなどし、ふるさとの魅力を

伝え交流を深めたほか、帰港してからもお互いにこ

の体験を共有しようと振り返る姿が見られました。
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